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肝炎ウイルス検査 陽性者の確実なフォローに向けて 

 

１ 医療機関における術前検査等での肝炎ウイルス検査 

 

  平成３０年度診療報酬改定 

  「手術前医学管理料」肝炎ウイルス検査の結果が陰性であった場合も含 

   め、検査の結果について患者に適切な説明を行い、文書により提供する 

   ことが盛り込まれた。」 

 

  令和元年１０月 

  一般医療機関における術前検査等での肝炎検査実施状況調査 

   対象施設：外科を標榜する病院、有床診療所 

        眼科を標榜する医療機関  
   回答：６９９機関に調査を依頼し４７１機関から回答（６７．４％） 
   結果：陽性、陰性に関わらず結果を文書交付しているのは外科で３２％、 
     眼科で３８．５％。口頭説明は外科で２４．２％、眼科で１１．５％。 
     結果説明を行っていない機関が外科で５．６％、眼科で６．９％あり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  令和２年２月２１日   
   県医師会及び県眼科医会に結果をフィードバックしたうえで改めて、結 
  果の文書交付と専門医療機関への紹介を依頼 
 
 
 
  令和３年度 
   拠点病院（埼玉医科大学病院）持田教授が埼玉県眼科医会長に面会。眼科 
  医会の研修の機会に持田教授の講演会を予定 

①陽性、陰性の結果に関わらず、結果を文書で交付し、説明している 
②陽性、陰性の結果に関わらず、結果は文書で交付しているが、特に説明はしていない 
③陽性、陰性の結果に関わらず、結果を口頭でのみ説明している 
④陽性の場合のみ、結果を文書で交付し、説明している 
⑤陽性の場合のみ、結果は文書で交付しているが、特に説明はしていない 
⑥陽性の場合のみ、結果を口頭でのみ説明している 
⑦特に結果説明等は行っていない 
⑧その他 
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令和２年度 
初回精密検査費用助成申請：５１件 

２ 妊婦健康診査の肝炎ウイルス検査 
 
 毎年５万人近くの方が受検し、B型・C型併せて 
毎年２００人程度の陽性者が出ている。 
 市町村を対象に調査した結果、専門医療機関に 
つながったか確認できていない事例が多かった。 
 
 平成２９年度よりリーフレット配布 
 
 
 
 
 
 
 
                           令和２年度から 
                           外国語版（英語・中 
                           国語・韓国語版）も 
                           配布 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年１月７日 妊産婦支援者のための肝炎対策研修会 
 対象：産科の医療機関や助産所、市町村、保健所で妊産婦の支援に従事する人 
 肝炎は治る疾患であり、陽性者を確実に専門医につなげてもらいたいこと 
 を伝える。 
 
 
令和２年２月２６日 
 妊婦健康診査受託医療機関あてに、陽性・陰性に限らず、確実に受診者へ結果
を伝えることと、陽性者への説明にリーフレットを活用し専門医療機関への紹
介を依頼 
 
 
令和２年度から 
 肝炎初回精密検査の対象に「妊婦検診」「手術前」の肝炎ウイルス検査が追加 
 
 
 
 
 

平成 30年度 
100,005人 


